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提 言 の 要 旨   「やる気上昇！！新たな挑戦」 

徴収の現場では 

それでも、思うように向上しない収納率 

職員の「やる気」の上昇が必要 

「やる気」は、収納率向上のための原動力 

徴収業務の土台は職員の資質 
不安定要素は、職員のやる気 

原点回帰 

徴収現場の声から「やる気」が出ない理由を把握 

マズローの欲求５段階説への“あてはめ”による課題抽出 

【徴収援護体制の構築】 
徴収グループ体制の採用 

提言１ 社会的欲求の充足 

【身近な目標】 
徴収メンター制度の創設 
【適正な評価】 
表彰制度の創設 【先進的な挑戦】 

塩漬け不動産の整理 
債権者申し立て破産 
相続財産管理人への選任 

提言２ 尊厳欲求の充足 

提言３ 自己実現欲求へ 

「高位のやる気」 

やる気上昇 

やる気上昇 

現状分析 
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